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小
秀
山
と
加
子
母

 

［
東
濃
署
］
加
子
母
は
、
中
津
川
市
の
最
北
部

に
位
置
し
て
お
り
九
十
四
㌫
が
山
林
で
覆
わ
れ

た
林
業
が
盛
ん
な
地
域
で
す
。
そ
の
北
端
に
は

当
署
が
管
轄
す
る
加
子
母
本
谷
国
有
林
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
こ
に
は
飛
騨
川
の
支
流
「
白
川
」
の
源
流

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
水
源
か
ん
養
保
安
林
、
県

立
自
然
公
園
に
も
指
定
さ
れ
、
そ
の
豊
富
で
綺

麗
な
水
は
、
地
元
や
下
流
域
の
住
民
か
ら
も
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

北
は
下
呂
市
、
東
は
長
野
県
王
滝
村
と
接
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
長
野
県
と
の
県
境
に
小
秀

山
が
あ
り
ま
す
。

　

小
秀
山
は
、
御
嶽
山
の
南
方
に
位
置
す
る
阿

寺
山
系
の
最
高
峰
で
あ
り
、
日
本
二
百
名
山
の

一
つ
に
も
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

標
高
は
、
一
、九
八
二
㍍
、
麓
の
登
山
口
に

は
乙
女
渓
谷
キ
ャ
ン
プ
場
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら

山
頂
ま
で
は
四
～
五
時
間
の
行
程
で
す
。

　

春
は
、
ア
カ
ヤ
シ
オ
や
オ
オ
ヤ
マ
レ
ン
ゲ
、

夏
に
か
け
て
は
タ
マ
ア
ジ
サ
イ
な
ど
の
花
が
咲

き
、
登
山
道
で
は
夫
婦
滝
な
ど
大
小
様
々
な
滝

や
、
兜
岩
な
ど
の
巨
石
を
間
近
に
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

特
に
山
頂
か
ら
の
景
色
は
素
晴
ら
し
く
、
晴

れ
た
日
に
は
中
央
ア
ル
プ
ス
や
白
山
ま
で
見
渡

せ
ま
す
。
ま
た
御
嶽
山
を
一
番
美
し
く
眺
め
ら

れ
る
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
、
そ

の
眺
望
を
求
め
て
、
年
間
約
五
千
人
を
超
え
る

登
山
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
加
子
母
に
は
、
多
く
の
見
ど
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
東
濃
地
方
は
、
全
国
で
も
珍
し
い
「
地

芝
居
」
の
盛
ん
な
地
域
で
、
か
つ
て
は
六
十
棟

以
上
の
農
村
舞
台
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
明
治
座
」
も
そ
の
芝
居
小
屋
の
一
つ
で
、

明
治
二
十
七
年
に
村
の
有
志
た
ち
に
よ
っ
て
建

て
ら
れ
ま
し
た
。

　

小
屋
と
い
っ
て
も
回
り
舞
台
や
両
花
道
を
備

え
た
劇
場
形
式
の
立
派
な
建
物
で
、
梁
に
は
樹

齢
四
百
年
、
長
さ
が
十
四
㍍
以
上
も
あ
る
巨
木

が
使
用
さ
れ
る
な
ど
、
随
所
に
当
時
の
熱
意
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
は
、
県
の
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
お
り
、
明
治
座
活
用
委
員
会
に
よ
り

年
間
を
通
じ
て
開
館
さ
れ
、
秋
に
は
地
元
の
加

子
母
歌
舞
伎
保
存
会
に
よ
り
、
地
歌
舞
伎
が
公

演
さ
れ
る
な
ど
、
大
切
に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
見
ど
こ
ろ
は
沢
山
あ
り
ま
す
。

　

美
し
い
山
の
景
色
と
歴
史
・
文
化
が
息
づ
く

加
子
母
を
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

◇
ア
ク
セ
ス
方
法

　
『
小
秀
山
登
山
口
』

　

�

中
津
川
Ｉ
Ｃ
か
ら
国
道
二
五
七
号
線
を
下
呂

方
面
へ
車
で
約
五
十
分
。

　

�

乙
女
渓
谷
キ
ャ
ン
プ
場
へ
（
案
内
看
板
あ

り
）

　
『
明
治
座
』

　

中
津
川
Ｉ
Ｃ
か
ら
国
道
二
五
七
号
線
を

　

下
呂
方
面
へ
車
で
約
四
十
五
分
。

　
（
案
内
看
板
あ
り
）

小秀山から望む冠雪の御嶽山

明治座 兜岩からの眺望を楽しむ登山者


